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【手続補正書】
【提出日】平成27年12月25日(2015.12.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つの圧電振動子と、
　複数の発振回路と
を備え、
　前記発振回路の各々は前記圧電振動子の圧電起電力を入力する入力部とフィードバック
ループを備えた電子増幅回路とを具備し、
　複数の前記発振回路の前記入力部は、前記圧電振動子の同一端に接続され、
　複数の前記発振回路は、前記圧電振動子が備えた互いに異なるモードにそれぞれに対応
した発振周波数で定常発振する圧電振動回路。
【請求項２】
　前記圧電振動回路は、前記複数の発振回路として第１の発振回路と第２の発振回路の２
つを備える請求項１に記載の圧電振動回路。
【請求項３】
　前記第１の発振回路は前記圧電振動子の主共振モードの基本波または高調波のいずれか
で、前記第２の発振回路は前記圧電振動子の副共振モードの基本波または高調波のいずれ
かで、それぞれ同時に発振する請求項２に記載の圧電振動回路。
【請求項４】
　前記第１、第２の発振回路の発振周波数の各々が前記圧電振動子の共振周波数の１つに
一致するように設定されかつ前記設定した発振周波数において前記圧電振動子の電極間容
量および寄生容量を含めて前記入力部から見た前記発振回路の合成等価抵抗の絶対値が前
記第１、第２の発振回路ごとにそれぞれ最大となる極値をとる請求項２乃至３のいずれか
に記載の圧電振動回路。
【請求項５】
　前記入力部から見た前記発振回路の等価容量、等価抵抗、等価インダクタンスをそれぞ
れＣ1、Ｒ1、Ｌ１、
　前記圧電振動子の電極間容量および寄生容量を含めて前記入力部から見た前記発振回路
の合成等価容量および合成等価抵抗をそれぞれＣcci、Ｒcci、
　前記発振回路の発振周波数をω、とした場合、
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の関係を前記第１、第２の発振回路それぞれが備えることを特徴とする請求項２乃至４の
いずれかに記載の圧電振動回路。
【請求項６】
　前記第１の発振回路に設定された発振周波数での前記第１の発振回路の前記合成等価抵
抗の絶対値の極値と、前記第２の発振回路に設定された発振周波数での前記第２の発振回
路の前記合成等価抵抗の絶対値の極値とが略一致する請求項４乃至５のいずれかに記載の
圧電振動回路。
【請求項７】
　前記第１の発振回路は前記圧電振動子の基本波共振モードで、前記第２の発振回路は前
記圧電振動子の高次高調波共振モードでそれぞれ同時に発振する請求項２乃至６のいずれ
かに記載の圧電振動回路。
【請求項８】
　前記圧電振動回路は、対応する周波数の異なる複数の能動回路のインピダンスを並列合
成し、負性抵抗を基準に圧電共振子への結合容量を最適化する方法で設計された請求項1
乃至７のいずれかに記載の圧電振動回路
【請求項９】
　前記圧電振動子が水晶振動子である請求項１乃至８のいずれかに記載の圧電振動回路。
【請求項１０】
　前記水晶振動子は、ＳＣカット振動子である請求項９に記載の圧電振動回路。
【請求項１１】
　前記入力部は前記圧電振動子の圧電起電力を容量を介して入力する請求項１乃至１０の
いずれかに記載の圧電振動回路。
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